
山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
五
七

山
梨
県
公
報

第
五
百
三
号

令
和
六
年九

月
十
二
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定	

三
五
七

○
県
営
住
宅
使
用
料
等
の
収
納
事
務
の
委
託	

三
五
七

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

三
五
八

公

告

○
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て	

三
五
八

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任	

三
五
九

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

三
六
〇

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

三
六
一

○
条
例
の
制
定
若
し
く
は
改
廃
の
請
求
又
は
監
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権

を
有
す
る
者
の
一
定
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

三
六
二

○
県
議
会
の
解
散
の
請
求
又
は
知
事
等
若
し
く
は
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
等
の
委
員
の
解

職
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
一
定
数　
　
　
　
　
　
　
　

	

三
六
三

○
県
議
会
の
議
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
一
定
数

	

三
六
三

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
向
切
詰
五
〇
六
の
二
九
六
・
五
〇
七
の
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

1　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　

字
向
切
詰
五
〇
六
の
二
九
六
・
五
〇
七
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）

2　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

3　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

4　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁

及
び
山
中
湖
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
期
間
委
託
し
た
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

委
託
し
た
相
手
方
の
住
所
及
び
名
称

委
託
し
た
事
務
の
内
容

委
託
し
た
期
間

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
四
丁

目
六
番
七
号　

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

収
納
し
た
県
営
住
宅
使
用

料
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

使
用
料
及
び
駐
車
場
使
用

料
（
以
下
「
県
営
住
宅
使

用
料
等
」
と
い
う
。
）
に

関
す
る
収
納
情
報
の
取
り

ま
と
め

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
二
十

番
八
号　

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行

収
納
し
た
県
営
住
宅
使
用

料
等
を
県
の
歳
入
と
す
る

た
め
の
収
納
情
報
の
処
理

同

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗

に
お
け
る
県
営
住
宅
使
用

料
等
の
収
納
事
務

同

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十

番
一
号　

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

同

同

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
十

一
号　

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト

同

同

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番

二
号　

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

同

同

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目

五
番
地
一　

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会

社

同

同

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大

字
久
地
六
百
六
十
五
番
地
の
一　

株

式
会
社
ポ
プ
ラ

同

同

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五

丁
目
四
百
二
十
一
番
地　

株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

同

同

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
二
十

七
号　

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ

ー
ビ
ス

同

同



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
五
八

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
の
年
月
日　

令
和
六
年
九
月
三
日

二　

指
定
道
路
の
位
置　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
東
五
丁
目
千
七
百
三
十
七
番
二
、
千
七
百
三
十
七
番

九
、
千
七
百
三
十
九
番
三

三　

指
定
道
路
の
幅
員　

最
大
十
・
〇
二
メ
ー
ト
ル　

最
小
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四　

指
定
道
路
の
延
長　

七
十
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

公　
　
　

告

◉　

特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
し
よ
う
と
す
る
特
別
保

護
地
区
の
名
称
、
区
域
等
の
案
を
次
の
と
お
り
公
告
し
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
六
年
九
月
二
十
六

日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

大
菩
薩
特
別
保
護
地
区

1　

特
別
保
護
地
区
の
名
称

大
菩
薩
特
別
保
護
地
区

2　

特
別
保
護
地
区
の
区
域

県
有
林
第
九
十
林
班
ほ
2
、
と
1
、
と
2
、
と
3
、
と
4
、
と
5
、
と
7
、
ち
1
、
イ
2
、
イ

3
、
イ
6
、
ニ
及
び
ホ
小
班
並
び
に
第
九
十
一
林
班
い
3
、
い
4
、
イ
、
ロ
1
及
び
ハ
小
班

3　

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

4　

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

㈠　

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

　

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡　

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

　

当
該
地
区
を
含
め
た
地
域
は
、
大
菩
薩
峠
（
標
高
千
八
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
と
し

た
亜
高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
植
生
は
尾
根
沿
い
に
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、
ミ
ヤ

コ
ザ
サ
等
が
優
先
す
る
草
原
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ジ
ソ
ウ
カ
ン
バ

等
の
広
葉
樹
を
混
生
し
た
シ
ラ
ベ
及
び
コ
メ
ツ
ガ
林
が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
部
に
は
カ
ラ

マ
ツ
植
林
が
多
い
が
自
然
林
で
あ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
及
び
ブ
ナ
の
広
葉
樹
林
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
該
地
域
で
は
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺
乳
類
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺
乳
類
の
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
等
、
ま
た
、
小
型
哺
乳
類
で
は

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

委
託
し
た
相
手
方
の
住
所
及
び
名
称

委
託
し
た
事
務
の
内
容

委
託
し
た
期
間

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
四
丁

目
六
番
七
号　

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

収
納
し
た
県
営
住
宅
使
用

料
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

使
用
料
及
び
駐
車
場
使
用

料
（
以
下
「
県
営
住
宅
使

用
料
等
」
と
い
う
。
）
に

関
す
る
収
納
情
報
の
取
り

ま
と
め

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
二
十

番
八
号　

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行

収
納
し
た
県
営
住
宅
使
用

料
等
を
県
の
歳
入
と
す
る

た
め
の
収
納
情
報
の
処
理

同

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗

に
お
け
る
県
営
住
宅
使
用

料
等
の
収
納
事
務

同

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十

番
一
号　

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

同

同

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
十

一
号　

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト

同

同

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番

二
号　

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

同

同

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目

五
番
地
一　

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会

社

同

同

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大

字
久
地
六
百
六
十
五
番
地
の
一　

株

式
会
社
ポ
プ
ラ

同

同

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五

丁
目
四
百
二
十
一
番
地　

株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

同

同

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
二
十

七
号　

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ

ー
ビ
ス

同

同



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
五
九

ケ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
し
た
貴
重
な
高
山
植
物
や
ハ
イ
マ
ツ
が
分
布
し
、
そ
の
下
部
に
は
ウ
ラ
ジ

ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
の
広
葉
樹
林
や
コ
メ
ツ
ガ
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
等

の
針
葉
樹
林
が
発
達
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
部
に
は
ブ
ナ
及
び
ミ
ズ
ナ
ラ
の
林
が
分
布
し
て
お
り

高
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
植
生
を
示
す
林
相
の
変
化
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
該
地
域
で
は
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺
乳
類
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺
乳
類
の
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
、
ま
た
、

小
型
哺
乳
類
で
は
高
山
性
の
オ
コ
ジ
ョ
の
ほ
か
希
少
な
ニ
イ
ガ
タ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ

及
び
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
希
少
な
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
等
の
猛
禽
類
の
ほ
か
、
イ
ワ
ヒ
バ
リ
、
メ

ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
コ
マ
ド
リ
、
ビ
ン
ズ
イ
等
の
高
山
・
亜
高
山
性
の
種
か
ら
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
等
の
低
山
帯
の
種
ま
で
多
種
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
ラ
イ

チ
ョ
ウ
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
中
で
も
最
も
個
体
数
が
多
い
地
域
で
あ
り
、
生
息
し
、
又
は
生
育

す
る
動
植
物
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
等
の
遺
存
種
を
は
じ
め
、
キ
タ
ダ
ケ
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
等
の
希
少
な
固
有
種
が
多
く
国
内
で
も
有
数
の
自
然
環
境
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。

　

以
上
の
地
域
の
う
ち
、
最
も
固
有
の
生
態
系
を
有
す
る
中
核
的
な
地
域
を
特
別
保
護
地
区
に

指
定
す
る
こ
と
で
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

㈢　

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

⑴　

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

⑵　

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
一
般
県
民
に
対
し
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

5　

1
か
ら
4
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
縦
覧
場
所

山
梨
県
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
自
然
共
生
推
進
課
、
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
及
び
山
梨

県
峡
南
林
務
環
境
事
務
所

◉　

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
野

原
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

退
任

ニ
イ
ガ
タ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
コ

ル
リ
等
の
亜
高
山
帯
の
種
か
ら
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
等
の
低
山
帯
の
種
ま

で
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

　

以
上
の
地
域
の
う
ち
、
原
生
な
自
然
環
境
が
保
存
さ
れ
て
い
る
中
核
的
な
地
域
を
特
別
保
護

地
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

㈢　

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

⑴　

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
及
び
そ
の
生
息
地
の
環

境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

⑵　

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
一
般
県
民
に
対
し
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

5　

1
か
ら
4
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
縦
覧
場
所

山
梨
県
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
自
然
共
生
推
進
課
及
び
山
梨
県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

二　

白
鳳
特
別
保
護
地
区

1　

特
別
保
護
地
区
の
名
称

白
鳳
特
別
保
護
地
区

2　

特
別
保
護
地
区
の
区
域

県
有
林
第
一
林
班
イ
、
ロ
及
び
ハ
小
班
、
第
二
林
班
い
1
、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
ホ
小
班
、

第
三
林
班
イ
及
び
ロ
小
班
、
第
六
林
班
ロ
小
班
、
第
八
林
班
ニ
及
び
ホ
小
班
、
第
九
林
班
イ
、
ロ

及
び
ハ
小
班
、
第
十
林
班
イ
、
ロ
及
び
ハ
小
班
、
第
十
一
林
班
イ
小
班
、
第
十
三
林
班
イ
及
び
ロ

小
班
、
第
十
四
林
班
、
第
十
五
林
班
、
第
十
六
林
班
、
第
十
七
林
班
、
第
十
八
林
班
、
第
二
十
林

班
い
3
、
ロ
1
及
び
イ
小
班
、
第
二
十
一
林
班
い
2
、
ろ
1
及
び
ろ
2
小
班
、
第
二
十
二
林
班
ろ

2
及
び
イ
小
班
、
第
七
十
七
林
班
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
1
小
班
、
第
七
十
八
林
班
い
1
及
び
ロ
小

班
並
び
に
第
七
十
九
林
班
い
3
及
び
ロ
小
班

3　

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

4　

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

㈠　

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

　

大
規
模
生
息
地
の
保
護
区

㈡　

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

　

当
該
地
区
を
含
め
た
南
ア
ル
プ
ス
地
域
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
で
あ
る
北
岳
（
標
高
三
千

百
九
十
三
メ
ー
ト
ル
）
を
含
む
白
根
三
山
（
北
岳
、
間
ノ
岳
（
標
高
三
千
百
九
十
メ
ー
ト

ル
）
、
農
鳥
岳
（
標
高
三
千
二
十
六
メ
ー
ト
ル
）
）
、
仙
丈
ヶ
岳
（
標
高
三
千
三
十
三
メ
ー
ト

ル
）
及
び
鳳
凰
三
山
（
薬
師
岳
（
標
高
二
千
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）
、
観
音
岳
（
標
高
二
千
八

百
四
十
一
メ
ー
ト
ル
）
、
地
蔵
ヶ
岳
（
標
高
二
千
七
百
六
十
四
メ
ー
ト
ル
）
）
を
中
心
と
し
た

高
山
帯
の
地
域
で
あ
り
、
中
心
部
に
は
野
呂
川
が
流
れ
地
形
は
急
峻
で
谷
が
深
い
。

　

当
該
地
域
の
植
生
は
、
標
高
三
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
の
頂
上
付
近
に
は
北
岳
の
キ
タ
ダ

役
職
名

氏
名

住
所

退
任
年
月
日

理
事
長

奈
良
明
彦

上
野
原
市
上
野
原
三
千
二
百
十
一

番
地

令
和
六
年
八
月
二
十
五
日

理
事

波
多
野
森
雄
上
野
原
市
上
野
原
二
百
三
十
九
番

地

同

同

鷹
取
偉
一

上
野
原
市
上
野
原
五
千
二
百
二
十

三
番
地

同

同

白
倉
孝
造

上
野
原
市
上
野
原
二
千
八
百
八
十

四
番
地

同

同

小
澤
正
市

上
野
原
市
上
野
原
三
千
四
十
五
番

地

同

同

石
井
義
定

上
野
原
市
上
野
原
五
百
六
十
番
地
同

同

清
水
範
男

上
野
原
市
上
野
原
千
四
百
五
十
番

地

同

同

石
井
瑛
干

上
野
原
市
上
野
原
五
千
七
百
十
三

番
地

同

同

奈
良
文
明

上
野
原
市
上
野
原
四
千
六
百
三
番

地

同

監
事

奈
良
覚

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
九
十

九
番
地

同

同

加
藤
健
二

上
野
原
市
上
野
原
四
百
六
十
番
地

二

同



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
六
〇

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

二　

就
任

役
職
名

氏
名

住
所

退
任
年
月
日

理
事
長

奈
良
明
彦

上
野
原
市
上
野
原
三
千
二
百
十
一

番
地

令
和
六
年
八
月
二
十
五
日

理
事

波
多
野
森
雄
上
野
原
市
上
野
原
二
百
三
十
九
番

地

同

同

鷹
取
偉
一

上
野
原
市
上
野
原
五
千
二
百
二
十

三
番
地

同

同

白
倉
孝
造

上
野
原
市
上
野
原
二
千
八
百
八
十

四
番
地

同

同

小
澤
正
市

上
野
原
市
上
野
原
三
千
四
十
五
番

地

同

同

石
井
義
定

上
野
原
市
上
野
原
五
百
六
十
番
地
同

同

清
水
範
男

上
野
原
市
上
野
原
千
四
百
五
十
番

地

同

同

石
井
瑛
干

上
野
原
市
上
野
原
五
千
七
百
十
三

番
地

同

同

奈
良
文
明

上
野
原
市
上
野
原
四
千
六
百
三
番

地

同

監
事

奈
良
覚

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
九
十

九
番
地

同

同

加
藤
健
二

上
野
原
市
上
野
原
四
百
六
十
番
地

二

同

役
職
名

氏
名

住
所

就
任
年
月
日

理
事
長

高
橋
明
夫

上
野
原
市
上
野
原
三
千
八
百
二
十

二
番
地
二

令
和
六
年
八
月
二
十
六
日

副
理
事
長
奈
良
覚

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
九
十

九
番
地

同

理
事

上
野
千
歳

上
野
原
市
上
野
原
百
五
十
二
番
地
同

同

清
水
範
男

上
野
原
市
上
野
原
千
四
百
五
十
番

地

同

同

古
家
基

上
野
原
市
上
野
原
二
千
八
百
四
十

四
番
地

同

同

鷹
取
偉
一

上
野
原
市
上
野
原
五
千
二
百
二
十

三
番
地

同

同

石
井
瑛
干

上
野
原
市
上
野
原
五
千
七
百
十
三

番
地

同

同

井
上
や
す
子
上
野
原
市
八
ツ
沢
六
百
八
十
九
番

地

同

監
事

杉
本
泰
廣

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
六
十

一
番
地
六

同

同

加
藤
健
二

上
野
原
市
上
野
原
四
百
六
十
番
地

二

同

役
職
名

氏
名

住
所

就
任
年
月
日

理
事
長

高
橋
明
夫

上
野
原
市
上
野
原
三
千
八
百
二
十

二
番
地
二

令
和
六
年
八
月
二
十
六
日

副
理
事
長
奈
良
覚

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
九
十

九
番
地

同

理
事

上
野
千
歳

上
野
原
市
上
野
原
百
五
十
二
番
地
同

同

清
水
範
男

上
野
原
市
上
野
原
千
四
百
五
十
番

地

同

同

古
家
基

上
野
原
市
上
野
原
二
千
八
百
四
十

四
番
地

同

同

鷹
取
偉
一

上
野
原
市
上
野
原
五
千
二
百
二
十

三
番
地

同

同

石
井
瑛
干

上
野
原
市
上
野
原
五
千
七
百
十
三

番
地

同

同

井
上
や
す
子
上
野
原
市
八
ツ
沢
六
百
八
十
九
番

地

同

監
事

杉
本
泰
廣

上
野
原
市
上
野
原
二
千
三
百
六
十

一
番
地
六

同

同

加
藤
健
二

上
野
原
市
上
野
原
四
百
六
十
番
地

二

同



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
六
一

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
設
立
届

そ
の
他
の
政
治
団
体

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
字
鶴
塚
三
百
五
十
九

番
一
の
区
域

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

東
京
都
葛
飾
区
東
堀
切
二
丁
目
二
十
四
番
十
号　

株

式
会
社
エ
ッ
セ
ン
ツ
ア
イ
ト　

代
表
取
締
役　

隅
田　

修

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

山
本
す
ぐ
る
後
援
会　

山
英
会

三

井

良

広

花

形

芳

男

甲
斐
市
中
下
条
一
二
九
八

令
和
六
年
八
月
五

日

令
和
六
年
八
月
五

日

西
郡
の
防
災
を
考
え
る
会

荻

野

雄

二

塩

田

金

夫

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
五
八
四

－

二

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
八

日

貴
望
の
会

飯

久

保

貴

清

水
　

巧

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
一
四
〇

－

一
四

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
九

日

国
議
定
削
会

袖
山
信
一
郎

袖

山

政

一

南
ア
ル
プ
ス
市
藤
田
二
四
八
六

－

二

令
和
六
年
八
月
十

五
日

令
和
六
年
八
月
十

六
日

相
川
む
ね
ひ
と
後
援
会

相

川

宗

仁

小

野

博

夫

南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
二
七
九
九

－

一
一

令
和
六
年
八
月
十

六
日

令
和
六
年
八
月
十

九
日

清
水
ま
り
後
援
会
（
ま
り
の
会
）

清

水

麻

里

清

水

一

将

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
二
九
一
八

令
和
六
年
八
月
十

八
日

令
和
六
年
八
月
十

九
日

未
来
へ
の
総
仕
上
げ
。
風
の
会

坂

本

一

之

中

込

幹

也

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
五
五

令
和
六
年
八
月
二

十
日

令
和
六
年
八
月
二

十
日

豊
司
会

望

月
　

武

鴨

狩

博

文

南
巨
摩
郡
身
延
町
相
又
四
九
八

－

二

令
和
六
年
八
月
二

十
一
日

令
和
六
年
八
月
二

十
二
日

猪
原
弘
子
後
援
会

猪

原

弘

子

猪

原

弘

子

北
杜
市
長
坂
町
塚
川
二
五
六
四

－

一
五

令
和
六
年
八
月
二

十
一
日

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

西
桂
町
を
守
る
会

奥

脇

友

賢

堀

内

達

也

南
都
留
郡
西
桂
町
下
暮
地
一
九
七
九

－

五

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

市
民
と
歩
む
会

伊
藤
や
よ
い

深
沢
袈
裟
雄

北
杜
市
高
根
町
五
町
田
三
〇
五

令
和
六
年
八
月
二

十
九
日

令
和
六
年
八
月
二

十
九
日

輿
石
と
も
ひ
ろ
後
援
会

輿

石

知

宏

輿
石
裕
美
子

北
杜
市
武
川
町
三
吹
三
一
五

－

二

令
和
六
年
八
月
三

十
日

令
和
六
年
八
月
三

十
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
六
二

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

秋
山
ひ
ろ
し　

後
援
会

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
八

日

旧

秋
山
浩
志　

後
援
会

新

日
本
弁
護
士
政
治
連
盟
山
梨
支
部

田

邊
　

護

吉

澤

宏

治

甲
府
市
中
央
一

－

一

－

一
八

令
和
五
年
七
月
十

八
日

令
和
六
年
八
月
二

十
八
日

旧

古

井

明

男

田

邊
　

護

甲
府
市
相
生
一

－

三

－

一
一

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
解
散
届

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

昭
和
町
の
未
来
を
考
え
る
会

鈴

木

幸

男

鈴

木

幸

男

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
五
九
八

令
和
六
年
八
月
二

十
一
日

令
和
六
年
九
月
三

日

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
指
定
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

秋

山

浩

志

市
議
会
議
員

秋
山
ひ
ろ
し　

後
援
会

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
五
四
三

－

一

秋

山

浩

志

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
八

日

飯

久

保

貴

市
議
会
議
員

貴
望
の
会

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
一
四
〇

－

一
四

飯

久

保

貴

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
九

日

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

山
本
す
ぐ
る
後
援
会　

山
英
会

三

井

良

広

花

形

芳

男

甲
斐
市
中
下
条
一
二
九
八

令
和
六
年
八
月
五

日

令
和
六
年
八
月
五

日

西
郡
の
防
災
を
考
え
る
会

荻

野

雄

二

塩

田

金

夫

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
五
八
四

－

二

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
八

日

貴
望
の
会

飯

久

保

貴

清

水
　

巧

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
一
四
〇

－

一
四

令
和
六
年
八
月
八

日

令
和
六
年
八
月
九

日

国
議
定
削
会

袖
山
信
一
郎

袖

山

政

一

南
ア
ル
プ
ス
市
藤
田
二
四
八
六

－

二

令
和
六
年
八
月
十

五
日

令
和
六
年
八
月
十

六
日

相
川
む
ね
ひ
と
後
援
会

相

川

宗

仁

小

野

博

夫

南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
二
七
九
九

－

一
一

令
和
六
年
八
月
十

六
日

令
和
六
年
八
月
十

九
日

清
水
ま
り
後
援
会
（
ま
り
の
会
）

清

水

麻

里

清

水

一

将

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
二
九
一
八

令
和
六
年
八
月
十

八
日

令
和
六
年
八
月
十

九
日

未
来
へ
の
総
仕
上
げ
。
風
の
会

坂

本

一

之

中

込

幹

也

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
五
五

令
和
六
年
八
月
二

十
日

令
和
六
年
八
月
二

十
日

豊
司
会

望

月
　

武

鴨

狩

博

文

南
巨
摩
郡
身
延
町
相
又
四
九
八

－

二

令
和
六
年
八
月
二

十
一
日

令
和
六
年
八
月
二

十
二
日

猪
原
弘
子
後
援
会

猪

原

弘

子

猪

原

弘

子

北
杜
市
長
坂
町
塚
川
二
五
六
四

－
一
五

令
和
六
年
八
月
二

十
一
日

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

西
桂
町
を
守
る
会

奥

脇

友

賢

堀

内

達

也

南
都
留
郡
西
桂
町
下
暮
地
一
九
七
九

－

五

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

令
和
六
年
八
月
二

十
七
日

市
民
と
歩
む
会

伊
藤
や
よ
い

深
沢
袈
裟
雄

北
杜
市
高
根
町
五
町
田
三
〇
五

令
和
六
年
八
月
二

十
九
日

令
和
六
年
八
月
二

十
九
日

輿
石
と
も
ひ
ろ
後
援
会

輿

石

知

宏

輿
石
裕
美
子

北
杜
市
武
川
町
三
吹
三
一
五

－

二

令
和
六
年
八
月
三

十
日

令
和
六
年
八
月
三

十
日

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

一
三
、
五
〇
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
三
号
　
　
令
和
六
年
九
月
十
二
日

三
六
三

大
月
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
四
二
八

韮
崎
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
、
九
六
一

南
ア
ル
プ
ス
市　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
、
七
六
五

北
杜
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
、
二
〇
五

甲
斐
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
九
五
七

笛
吹
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
、
七
九
一

上
野
原
市
・
北
都
留
郡　
　
　
　
　
　

六
、
六
四
一

甲
州
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
、
四
八
三

中
央
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
、
一
一
一

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及

び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の

三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合

算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

一
七
九
、
二
〇
三

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
議
会

議
員
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を

超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

令
和
六
年
九
月
十
二
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

選
挙
区
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
分
の
一
の
数

西
八
代
郡
・
南
巨
摩
郡　
　
　
　
　

一
三
、
五
三
四

中
巨
摩
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
五
四
八

南
都
留
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
、
八
九
〇

甲
府
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、
九
一
六

富
士
吉
田
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
、
一
六
二

都
留
市
・
西
桂
町　
　
　
　
　
　
　
　

九
、
二
八
二

山
梨
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、
四
〇
四
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